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藤
島
地
域
の
添
川
地
区
で
２
年

前
か
ら
就
農
し
た
上
林
祐
樹
さ
ん

は
、
水
稲
９
１
０
㌃
、
ハ
ス
の
花

90
㌃
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
添
川
地
区
で
は
イ
ノ
シ

シ
な
ど
の
鳥
獣
被
害
と
豪
雨
被
害

が
深
刻
化
し
て
い
て
、
祐
樹
さ
ん

の
ハ
ス
の
花
の
圃
場
も
荒
ら
さ
れ

て
い
る
状
況
だ
そ
う
で
す
。
ま
だ

農
業
を
始
め
て
２
年
目
の
彼
に
と

っ
て
は
大
変
な
苦
労
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
若
い
彼
は
、
水
稲
で

は
密
苗
の
技
術
を
勉
強
し
、
昨
年

は
約
４
０
０
㌃
、
今
年
は
約
５
０

０
㌃
、
将
来
的
に
は
全
面
積
の
栽

培
を
目
標
に
掲
げ
る
と
と
も
に
、

農
地
を
増
や
し
頑
張
り
た
い
と
意

欲
あ
る
言
葉
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ハ
ス
の
花
は
お
盆

頃
に
収
穫
し
出
荷
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
、

気
さ
く
な
奥
様
と
仲
良
く
作
業
し

て
い
て
、
彼
の
人
柄
が
見
え
、
こ

の
こ
と
も
農
業
へ
の
意
欲
を
駆
り

立
て
て
い
る
一
因
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

農
業
者
年
金
に
は
、
昨
年
４
月
、

38
歳
で
加
入
し
ま
し
た
。
以
前
か

ら
知
っ
て
は
い
た
け
れ
ど
、
な
か

な
か
加
入
ま
で
踏
み
切
れ
ず
に
い

た
中
、
周
り
の
農
家
さ
ん
や
地
元

推
進
委
員
か
ら
勧
め
ら
れ
、
自
分

で
も
国
民
年
金
だ
け
で
は
老
後
の

不
安
を
感
じ
て
加
入
を
決
断
し
た

そ
う
で
す
。
認
定
農
業
者
等
一
定

の
要
件
を
満
た
す
方
が
国
か
ら
保

険
料
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
「
政

策
支
援
」
で
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

担
い
手
不
足
や
法
人
化
が
進
み
、

農
業
者
年
金
の
推
進
は
厳
し
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
農
家
の
た

め
の
こ
の
年
金
を
も
っ
と
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
上
手
に
活
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

　
　
　

（
石
井
光
明
推
進
委
員
）

藤島 添川
上林 祐樹さん
　　　　（39歳）

加入して
います 農 業 者

年 金

安心で豊かな老後生活を送るためには、
国民年金プラス“農業者年金”が基本です。

農業者年金には・・

農業者年金の特徴

農業者年金　　加入　おすすめします農業者年金　　加入　おすすめしますへの を

の方ならどなたでも加入できます！

◎詳しくは、お近くの農業委員会・JAへ

年金は家族一人ひとりに準備することが大切で
す。加入に農地の権利名義はいりません。農業
をがんばっている奥様、後継者の方も単独で加
入できます。メリットがたくさんある農業者年
金にぜひご家族で加入しましょう。

★積立方式だから、自分がかけた保険料は年金とし
て生涯もらえます（仮に80歳前に亡くなった場
合でも、死亡一時金がご遺族に支給されます）。

★保険料は自分で決められ（月２万円～６万７千円）、
いつでも変更できます。
★支払った保険料は全額社会保険料控除となり、
所得税や住民税等の節税になります。
★保険料の国庫補助が受けられます。
（例：認定農業者等かつ青色申告者で35歳未満
　の場合、2万円のうち1万円補助）

国民年金
第１号
被保険者

年間
60日以上
農業に従事

20歳以上
60歳未満

農家の
みなさん！


